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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 11日 (2007.6.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 特 に 固 体 高 分 子 型 燃 料 電 池 に お け る 使 用 に 関 し て 、 使 用 状 況 や
環 境 の 変 化 に よ っ て も 電 極 材 に 対 す る 初 期 の 接 合 状 態 （ 密 着 性 ） が 低 下 し に く い 電 解 質 膜
を 提 供 す る も の で あ る 。 本 発 明 者 ら は 、 オ レ フ ィ ン 系 ま た は フ ッ 素 系 高 分 子 か ら な る 高 分
子 基 材 に 、 陽 イ オ ン 交 換 基 を 含 む グ ラ フ ト 鎖 が 付 加 さ れ た 電 解 質 膜 に お い て 、 そ の 基 材 物
性 （ 熱 変 形 温 度 お よ び 変 化 率 ） を 規 定 す る こ と に よ り 、 燃 料 電 池 と し て 長 期 の 使 用 を
行 っ て も 特 性 を 維 持 す る こ と の で き る 電 解 質 膜 を 発 明 す る に 至 っ た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 電 解 質 膜 は 、 ４ ０ 重 量 ％ メ タ ノ ー ル 水 溶 液 を 含 浸 す る こ と に よ る

変 化 率 が ４ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 変 化 率 が ４ ０ ％ を 超 え る と 、 電 解 質 膜
の 軟 化 温 度 （ 針 入 温 度 ） を 規 定 す る こ と に よ り 得 ら れ る 電 極 と の 密 着 性 を 維 持 す る こ と が
困 難 に な る た め で あ る 。 こ の 特 性 に つ い て は 、 電 解 質 膜 の グ ラ フ ト 率 、 ス ル ホ ン 基 を は じ
め と す る イ オ ン 交 換 基 の 導 入 量 、 架 橋 度 （ 架 橋 剤 の 添 加 量 ） な ど に よ り 制 御 す る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か し 、 本 発 明 の 電 解 質 膜 は 、 軟 化 温 度 （ 針 入 温 度 ） と 変 化 率 を 規 定 す る こ と に よ
り 電 極 に 対 す る 密 着 性 を 向 上 さ せ て い る た め 、 膨 潤 が 非 常 に 起 き 難 く 、 メ タ ノ ー ル の 透 過
性 を 抑 制 す る 点 で も 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 比 較 例 １ ）
　 と し て ナ フ ィ オ ン １ １ ２ を 使 用 し た
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 　 Ｉ ｅ ｘ ＝ ｎ （ 酸 基 ） ｏ ｂ ｓ ／ Ｗ ｄ
　 　 　 　 　 ｎ （ 酸 基 ） ｏ ｂ ｓ ： 電 解 質 膜 の 酸 基 モ ル 量 （ ｍ Ｍ ）
　 　 　 　 　 Ｗ ｄ ： 電 解 質 膜 の 乾 燥 重 量 （ ｇ ）
　 こ こ で 、 ｎ （ 酸 基 ） ｏ ｂ ｓ の 測 定 は 以 下 の 手 順 で 行 っ た 。 す な わ ち 、 ま ず 電 解 質 膜 を １
Ｍ （ １ モ ル 濃 度 ） 硫 酸 溶 液 中 に ５ ０ ℃ で ４ 時 間 浸 漬 し 、 完 全 に 酸 型 と し た 。 次 い で 、 イ オ
ン 交 換 水 に よ り 膜 を 洗 浄 後 、 ３ Ｍ の Ｎ ａ Ｃ ｌ 水 溶 液 中 ５ ０ ℃ で ４ 時 間 浸 漬 し て － Ｓ Ｏ ３ Ｎ
ａ 型 と し 、 置 換 さ れ た プ ロ ト ン （ Ｈ ＋ ） を Ｎ ａ Ｏ Ｈ 水 溶 液 で 滴 定 し て 、 酸 基 モ ル 量 を 求 め
た 。
（ ３ ） 変 化 率 （ Ｓ ）
　 電 解 質 膜 を ５ ０ ｍ ｍ × ５ ０ ｍ ｍ に 裁 断 し 、 そ れ を 乾 燥 機 中 に 放 置 し 十 分 乾 燥 さ せ た 後 の
面 積 を Ｓ １ 、 こ の サ ン プ ル を 純 水 中 に ２ ４ 時 間 以 上 浸 漬 し 、 十 分 含 水 さ せ た 時 点 で の 面 積
を Ｓ ２ と し 、 こ れ ら の 値 を も と に 、 下 式 に よ り 寸 法 変 化 率 Ｓ を 算 出 し た 。
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